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第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
又
は
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
項
」
を
「
及
び
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
項
」
に

改
め
、「
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。」の
下
に
「
以
下
こ
の
項
及
び
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中「
当
該
法
人
税
割
額
」

の
下
に
「
又
は
こ
れ
ら
の
申
立
て
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
四
第
十
七
項
第
一
号
に
掲
げ
る
更
正
決

定
に
係
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
所
得
に
基
づ
い
て
第
七
十
二
条
の
三
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
申
告

納
付
す
べ
き
所
得
割
額
若
し
く
は
付
加
価
値
割
額
若
し
く
は
当
該
更
正
決
定
に
係
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ

た
所
得
に
基
づ
い
て
道
府
県
知
事
が
第
七
十
二
条
の
三
十
九
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
七
十
二
条
の
四

十
一
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
更
正
若
し
く
は
決
定
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
更
正
若
し

く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
所
得
割
額
若
し
く
は
付
加
価
値
割
額
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
五
十

万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、「
で
あ
る
場
合
」
の
下
に
「
、
そ
の
猶
予
の
期
間
が
三
月
以
内
で
あ
る
場
合
」
を
加

え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
五
条
第
四
項
、
第
十
五
条
の
二
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
二
、
第
十
五
条
の
二
の
三
」

に
改
め
、「
担
保
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
と
き
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に

改
め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

新
た
に
そ
の
猶
予
に
係
る
法
人
税
割
額
以
外
の
当
該
道
府
県
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
滞
納
し
た
と
き

（
道
府
県
知
事
が
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
を
除
く
。）。

第
五
十
五
条
の
二
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
そ
の
猶
予

に
係
る
法
人
税
割
額
を
猶
予
期
間
内
に
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
中
「
含
む
。」の
下
に
「
以
下
こ
の
項
及
び
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
当
該
法
人

税
割
額
」
の
下
に
「
又
は
当
該
申
立
て
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
八
十
八
第
十
八
項
第
一
号
に
掲
げ

る
更
正
決
定
に
係
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
連
結
所
得
に
係
る
個
別
所
得
金
額
に
基
づ
い
て
第
七
十
二
条

の
三
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付
す
べ
き
所
得
割
額
若
し
く
は
付
加
価
値
割
額
若
し
く
は
当
該
更
正
決
定

に
係
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
連
結
所
得
に
係
る
個
別
所
得
金
額
に
基
づ
い
て
道
府
県
知
事
が
第
七
十
二

条
の
三
十
九
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
七
十
二
条
の
四
十
一
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
つ
て
更
正
若
し
く
は
決
定
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
所
得
割
額
若
し

く
は
付
加
価
値
割
額
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」に
改
め
、「
で
あ
る
場
合
」

の
下
に
「
、
そ
の
猶
予
の
期
間
が
三
月
以
内
で
あ
る
場
合
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
五
条
第
四
項
、
第
十

五
条
の
二
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
二
、
第
十
五
条
の
二
の
三
」
に
改
め
、「
担
保
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
そ
れ
ぞ

れ
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
と
き
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

新
た
に
そ
の
猶
予
に
係
る
法
人
税
割
額
以
外
の
当
該
道
府
県
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
滞
納
し
た
と
き

（
道
府
県
知
事
が
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
を
除
く
。）。

第
五
十
五
条
の
四
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
そ
の
猶
予

に
係
る
法
人
税
割
額
を
猶
予
期
間
内
に
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

第
七
十
二
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
中
「
以
外
の
」
の
下
に
「
次
条
に
規
定
す
る
」
を
加
え
る
。

第
七
十
二
条
の
二
十
三
第
四
項
中
「
九
年
」
を
「
十
年
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
二
十
四
の
七
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
百
分
の
〇
・
七
二
」
を
「
百
分
の
〇
・
九
六
」
に
改
め
、
同

号
ロ
中
「
百
分
の
〇
・
三
」
を
「
百
分
の
〇
・
四
」
に
改
め
、
同
号
ハ
の
表
中
「
百
分
の
三
・
一
」を「
百
分
の
二
・

五
」
に
、「
百
分
の
四
・
六
」
を
「
百
分
の
三
・
七
」
に
、「
百
分
の
六
」
を
「
百
分
の
四
・
八
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
第
一
号
イ
中
「
百
分
の
〇
・
七
二
」
を
「
百
分
の
〇
・
九
六
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
百
分
の
〇
・
三
」
を
「
百

分
の
〇
・
四
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
百
分
の
六
」
を
「
百
分
の
四
・
八
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
三
十
八
の
二
第
九
項
中
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
十
五
条
第
四

項
、
第
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
二
、
第
十
五
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「
担
保
に
つ
い

て
」
の
下
に
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。

第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
一
項
中
「
条
約
（
以
下
こ
の
節
」
を
「
条
約
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
七
十
二
条
の

三
十
九
の
五
ま
で
」
に
、「
締
約
者
（
以
下
こ
の
節
」
を
「
締
約
者（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
」

に
、「
協
議
（
以
下
こ
の
節
」
を
「
協
議
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
五
ま
で
」
に
、「
又
は
第
六
十

七
条
の
十
八
第
十
項
」
を
「
及
び
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
項
」
に
改
め
、「
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。」の
下
に
「
以

下
こ
の
項
及
び
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
又
は
付
加
価
値
割
額
」
を
「
若
し
く
は
付
加
価
値
割
額
又
は
こ
れ

ら
の
申
立
て
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
四
第
十
七
項
第
一
号
に
掲
げ
る
更
正
決
定
に
係
る
法
人
税
額

に
基
づ
い
て
第
五
十
三
条
第
二
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
若
し
く
は
当
該
更
正
決
定
に

係
る
法
人
税
額
に
基
づ
い
て
道
府
県
知
事
が
第
五
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
更
正
若
し
く

は
決
定
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
た
だ
し
書
中
「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、「
で
あ
る
場
合
」
の
下
に
「
、
そ
の
猶
予
の
期
間
が
三
月
以

内
で
あ
る
場
合
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
五
条
第
四
項
、
第
十
五
条
の
二
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
二
、

第
十
五
条
の
二
の
三
」
に
改
め
、「
担
保
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中「
と
き
は
」

を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

新
た
に
そ
の
猶
予
に
係
る
所
得
割
額
又
は
付
加
価
値
割
額
以
外
の
当
該
道
府
県
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金

を
滞
納
し
た
と
き
（
道
府
県
知
事
が
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
を
除
く
。）。

第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
そ
の
猶
予

に
係
る
所
得
割
額
又
は
付
加
価
値
割
額
を
猶
予
期
間
内
に
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
一
項
中
「
含
む
。」の
下
に
「
以
下
こ
の
項
及
び
」
を
加
え
、同
項
た
だ
し
書
中「
又

は
付
加
価
値
割
額
」
を
「
若
し
く
は
付
加
価
値
割
額
又
は
当
該
申
立
て
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
八

十
八
第
十
八
項
第
一
号
に
掲
げ
る
更
正
決
定
に
係
る
連
結
法
人
税
額
に
係
る
個
別
帰
属
法
人
税
額
に
基
づ
い
て
第
五

十
三
条
第
二
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
若
し
く
は
当
該
更
正
決
定
に
係
る
連
結
法
人
税

額
に
係
る
個
別
帰
属
法
人
税
額
に
基
づ
い
て
道
府
県
知
事
が
第
五
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ

て
更
正
若
し
く
は
決
定
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、「
で
あ
る
場
合
」
の
下
に
「
、
そ
の
猶
予
の

期
間
が
三
月
以
内
で
あ
る
場
合
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
五
条
第
四
項
、
第
十
五
条
の
二
」
を
「
第
十
五

条
の
二
の
二
、
第
十
五
条
の
二
の
三
」
に
改
め
、「
担
保
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
第
四

項
中
「
と
き
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を

削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

新
た
に
そ
の
猶
予
に
係
る
所
得
割
額
又
は
付
加
価
値
割
額
以
外
の
当
該
道
府
県
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金

を
滞
納
し
た
と
き
（
道
府
県
知
事
が
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
を
除
く
。）。

第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
そ
の
猶
予

に
係
る
所
得
割
額
又
は
付
加
価
値
割
額
を
猶
予
期
間
内
に
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

第
七
十
二
条
の
五
十
七
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
租
税
条
約
に
基
づ
く
申
立
て
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
個
人
の
事
業
税
の
徴
収
猶
予
）

第
七
十
二
条
の
五
十
七
の
二

事
業
を
行
う
個
人
が
租
税
条
約
（
所
得
税
法
第
百
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
租

税
条
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
基
づ
き
当
該
個
人
に
係
る
租
税
条
約
の
我
が
国
以
外

の
締
約
国
又
は
締
約
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
約
相
手
国
等
」
と
い
う
。）の
権
限
あ
る
当
局
に
対
し
当
該

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
（
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
の
三
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の

申
立
て
に
限
る
。）を
し
、
か
つ
、
条
約
相
手
国
等
の
権
限
あ
る
当
局
か
ら
当
該
条
約
相
手
国
等
と
の
間
の
租
税
条

約
に
規
定
す
る
協
議
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
相
互
協
議
」と
い
う
。）の
申
入
れ
が
あ
つ
た
場
合（
次

条
に
お
い
て
「
租
税
条
約
に
基
づ
く
申
立
て
が
行
わ
れ
た
場
合
」
と
い
う
。）に
は
、
道
府
県
知
事
は
、
当
該
申
立


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